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改修工事前の空き店舗

【左】設計イメージを模型で検討　【右】ボランティアの高校生や大学生たちが、改修前に掃除

改修工事中の
様子。設計者
と職人が現場
で細部を検討
する

空き店舗を改修して、室内アスレチックを導入。障がいの有無や登校の可否に関わらず、すべての子どもが同じ空間で遊ぶことを目指す

活動エリア
栃木県大田原市

山の手地区
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すべての子どもが多様な人と出会い、遊べる空間づくり

住まい活動助成

団体設立経緯
　地域の高齢者から「1週間に1回
でいいから誰かと話がしたい」とい
う言葉を聞いたことをきっかけに、
20代3人で、孤独・孤立の問題を
地域の力で解決しようと2017年
5月に設立。現在は徒歩圏内の空
き家9軒を活用し、高齢者・障害者・
子ども・若者が世代を超えてつな
がる「ごちゃまぜ」のまちづくりを栃
木県大田原市山の手地区で展開し
ています。

活動概要と活動対象範囲
　栃木県大田原市山の手地区を拠
点に、空き店舗を改修した室内遊

び場の開設を目指しました。対象
は、地域の子ども・学童保育の子
ども・放課後等デイサービスを利
用する障がいのある子ども・不登
校の子どもで、障がいの有無や登
校の可否に関わらず、すべての子ど
もが同じ空間で自由に遊べる場を
つくるために、本事業に取り組み
ました。

活動に至った理由や背景
　障がいのある子どもや不登校の
子どもが、地域で自由に遊べる場
所はほとんどありません。既存の
遊び場は安全管理を優先するあま
り活動が制限されがちで、子ども
の身体機能を十分に引き出せる設
計になっていないことも課題です。
リスクを適切に考慮しながら、子
どもが本来持つ動きを引き出す体
験型の遊び場が地域に必要だと考
え、本事業に取り組みました。

活動内容と成果
● 遊び場の設計・整備
　2025年度は、大田原市山の手
地区の空き店舗（2階建て）の1階
部分を改修し、子どものための室
内遊び場を整備しました。設計段
階では、作業療法士の専門的知
見を基に「感覚統合」を基軸とし
た空間づくりを重視しました。感
覚統合とは、身体から入ってくる
固有覚/前庭覚/触覚などのさまざ
まな感覚情報を脳が整理・統合し、
適切な行動へとつなげるための仕
組みです。
　かがむ、飛ぶ、着地する、ぶら
下がる、バランスを取るといった多
様な運動刺激を、遊びの中で自然
に体験できるよう、室内アスレチッ
クを中心とした空間を設計しまし
た。送迎する保護者が待機しなが
ら地域の高齢者と会話できるキッ
チンやベンチスペースを設け、「家

族単位の孤立」を防ぐ居場所として
の機能も持たせました。設計にじっ
くり時間をかけたため当初の予定
より着工が遅れ、7月に着工、11
月に竣工となりました。整備にあ
たっては、居場所づくりに特化した
建築事務所「合同会社わくわくデザ
イン」、および地域に根ざした建築
士「Zen住まい工房」と連携し、子
どもの多様な動きと地域のつなが
りを両立した空間を実現しました。

● 遊び場の開放と利用状況
　竣工後、遊び場を地域に正式開
放しました。使用登録制を設け、
保険面を整備した上で、事務スタッ
フと職員がローテーションを組ん
で見守りを実施する体制を整えま
した。登録制にすることで、1人ひ
とりの子どもの特性や配慮事項を
スタッフが事前に把握し、安全で
豊かな遊び体験を提供できる仕組
みとしています。
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12竣工した遊び場を地域に開放。さ
まざまな特性を持った子どもたちでに
ぎわう　34取り組みは注目を集め、
国の視察にも対応

1
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3
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状況でした。「施設には預けたくな
い、年末年始くらいは家族一緒に
過ごしたい」という強い思いがある
一方で、自宅の中だけでは体力を
持て余してしまうという深刻なジレ
ンマを抱えていました。
　本遊び場のアスレチックを自由
に使用できたことで、お子さんは思
い切り体を動かすことができ、ご
家族は「本当に助かりました」と涙
ながらに語ってくださいました。こ
のエピソードは、行き場のない子
どもと家族にとって「いつでも開い
ている遊び場」がいかに重要である
かを示す象徴的な場面でした。障
がいの重さにかかわらず、すべて
の子どもが遊べる場所が地域に存
在することの意義を、改めて実感
しました。
● 感覚統合に基づく身体機能や
情緒面の向上
　本遊び場を継続的に利用した障
がいのある子どもたちに、顕著な
成果が見られました。障がいのあ
る子どもの多くは、安全面の配慮
などから運動機会が制限されがち
です。定型発達の子どもと比べて
全身運動の経験が乏しく、動きが
固い/バランスが取りにくい/全身を
連動させることが苦手、という状
態の子どもが多く来所しました。
　本遊び場では「かがむ」「飛ぶ」

「着地する」「体幹を使ってバラン
スを取る」「手指で道具を操作す
る」など、日常生活では得にくい多
様な感覚刺激を、遊びの中で自然
に積み重ねることができます。こ
れは作業療法の専門領域である

「感覚統合」のアプローチであり、
子ども自身が「楽しい！もっとやり
たい！」という内発的な動機を基
に、運動機能を高めていくことが
できます。
　実際、継続して利用した子ども
たちの動きが明らかにスムーズに

なり、学校の担任教師や支援者か
ら「最近、体の動きが急激に向上
した」「以前より表情が明るくなっ
た」「活動への意欲が上がった」と
いった声が届いています。遊びな
がら学び育つ環境が、子どもの可
能性を引き出すことを、現場で確
認できました。
　加えて、複数の保護者から「子
どもの情緒が安定してきた」という
声も寄せられています。十分な運
動によるストレス発散に加え、感覚
統合が促されることで身体が疲れ
にくくなり、感覚過敏が和らぐこと
でイライラしにくくなると考えられ
ます。身体機能の向上にとどまら
ず、情緒面の安定にも遊び場が寄
与していることが、現場の実感とし
て確認されています。

課題と解決方策
　設計段階でさまざまなこだわり
を追求したことで、着工が当初予
定より遅れたことが最大の反省点
です。感覚統合の専門的観点から
素材や構造、高さ、動線にこだわり、
設計の検討に時間をかけすぎてし
まいました。次回以降は、設計段
階から工程に余裕を持たせた計画
を立て、設計と施工の並行進行も
検討します。
　また、感染症の拡大により、地
域の不特定多数の子どもへの開放
を制限せざるを得ない時期があっ
たことも課題です。感染状況に応
じた柔軟な運営ルールをあらかじ

め設けておく必要があります。
　設備面では、室内アスレチック
のような固定型設備は遊びのパ
ターンが固定化しやすいという課
題があります。子どもの発達段階
や季節に合わせて配置を変えられ
る可動式の仕組みを取り入れるこ
とで、さらに多様な身体体験を提
供できると考えます。一方で、子ど
もたちの実際の遊び方は想像以上
に豊かで、スタッフが想定しなかっ
た使い方で身体機能を引き出して
いる場面も多く見られました。今
後はそうした子どもの自発的な遊
び方を大切にしながら、環境を柔
軟に整えていきます。

今後の予定
　遊び場でさらに多様な遊びを生
み出すため、アスレチックネット
に魚などの絵を吊り下げた「釣り
大会」を企画しています。釣り動
作はピンチ動作、つまみ動作など
の手指機能や目と手の協調性（眼
手協調）、集中力の持続を促す効
果が期待でき、専門的な視点を
取り入れたイベントとして実施し
ていきます。
　 法 人内の 学生ボランティアグ
ループが中心となり、障がいのあ
る子どもと地元の高校生・大学生
が一緒に遊ぶ多世代交流イベント
を企画・運営する仕組みをつくっ
ていきます。多様な人との出会い
が、子どもたちのさらなる成長に
つながると考えています。

一般社団法人えんがお
2017年5月法人設立／メンバー数：専任スタッフ12人、その他スタッフ30人、会員
105人／代表者：濱野 将行（はまの・まさゆき）
●〒324-0051　栃木県大田原市山の手1-9-10

0287-33-9110　 engawa.smile@gmail.com　 www.engawa-smile.org/
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「こどく」と「こりつ」を地域の現場から変えていきます。「誰もが人とのつながりを感
じられる社会」を目指し、つながりの力であらゆる社会課題と向き合っています。

　2025年度の月平均利用者数は、
地域の子ども23人、学童保育の子
ども110人、障がいのある子ども（放
課後等デイサービス）123人、不登
校の子ども52人でした。当初の目標
値（地域30人/学童90人/障がい児
100人/不登校40人）と比較すると、
学童、障がいのある子ども、不登校
の子どもはいずれも目標を上回りま
した。特に障がいのある子どもと不
登校の子どもの利用が活発で、こう
した子どもたちの居場所としての需
要の高さが改めて確認されました。
　一方、地域の子どもの利用は目
標を下回る23人にとどまりました。
これは、開放後に感染症が拡大し
た時期があり、地域の不特定多数
の子どもを招き入れることに慎重に
ならざるを得なかったことが一因
です。それでも学童保育や放課後

デイを通じた接点は着実に広がっ
ており、今後は地域への周知をさ
らに強化していきます。
● ワークショップの実施
　10月には、近隣住民や保護者世
帯を対象としたワークショップを開
催しました。参加者に実際に遊び
場を体験してもらった上で意見を
聞いたところ、「思いっきり体を動
かせる場がほしい。うちの子はエ
ネルギーが余っていて家で持て余
している」という声が多く聞かれま
した。こうした声は、本遊び場の
需要を改めて裏づけるものでした。
　一方で、「なるべく屋外で遊ばせ
たい」という意見もありました。こ
れは親として自然な思いであり、法
人としても大切にしたい視点です。
そこで本遊び場の位置付けを「屋
内で体の機能を十分に引き出し、

外遊びへのフックにする場」として
整理し直しました。室内で身体感
覚を豊かにし、固有覚/前庭覚を
刺激することで、体が思い通りに動
く感覚を育てる。その結果として、
屋外でも自信を持って元気に遊べ
る身体づくりにつなげるという考え
方です。こうした声を聞くことがで
きたワークショップは、今後の運
営方針を深める大切な機会となり
ました。
● 象徴的なエピソード：年末年始
の来所
　活動を通じて特に印象に残った
のは、年末年始に重度の障がいの
あるお子さんを持つご家族が来所
されたことです。そのお子さんには
強い行動障害があり、通常の施設
や遊び場がほぼ閉まっているこの
時期、家庭での介護は限界に近い


